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【背景と目的】 
解剖学では、皮膚は感覚器あるいは外皮系もしくは生体防御系に分類されている。一方、
リハビリテーションやスポーツ分野では、皮膚は機能的に筋の動きを補助する運動器の一員
としてみなされるようになってきている。しかし、皮膚の構造と機能を関連づけた報告は見
当たらず、また、運動器の一員としての作用機序を説明していない。本研究の目的は、ヒト
大腿部前面（鼡径部から膝関節まで）に着目し、皮下組織の層構造および皮下組織と大腿筋
膜表層の連結構造を明らかにする事である。 
【対象と方法】 
運動補助の要素としての皮下組織という立場から、大腿部前面の皮下組織の構造が、解剖
体遺体（８体１６肢）で肉眼的および超音波画像解剖学的に観察された。大腿部前面の観察
は、内側上・下、外側上・下の４部に分けて行われた。エコー観察で特徴ある映像が得られ
た部位は、皮膚表面に目印が付され、肉眼解剖学的にも観察された。大腿部前面の皮切りは、
常法に従い、メスとピンセットを用いて表皮と真皮の間で行われた。皮下組織から大腿筋膜
浅層までの剖出は、皮下組織の層構造を壊さぬよう、メスを用いず、ピンセットと手指のみ
で注意深く脂肪が除去された。皮下組織内において層をまたぐ筋膜連結がみられた部位の一
部は、簡易鍍銀染色を施され、筋膜内の神経線維の存在の有無が確認された。 
【結果】 
皮下組織には複数の層構造が超音波画像で確認された。層構造は鼠径部から遠位に向かう
ほど層を減じる傾向が示された。肉眼的には、近位かつ内側は脂肪が多く、層間の連結も緩
い複数の層構造が剖出された。遠位に向かうほど層全体は厚さを減じ脂肪の量も減少傾向が
示された。皮神経の枝が層構造の間から真皮下に現れていた。皮下組織に見られた複数の筋
膜層の間では層を跨ぐ結合組織性の連絡線維が見られた。これらは、いわゆる皮下組織と大
腿筋膜表層とを連絡する皮膚支帯（skin ligament）と呼ばれる結合組織線維であると思われ
た。この中には細い血管神経が伴行していた。さらに、末梢の皮神経線維では互いに吻合し
て網状を呈しているのが観察された。 
【結論・考察】 
層を跨ぐ連絡線維である skin ligament が筋運動の際の制限要素と成り得ることが示唆さ
れた。 
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